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法人会ニュース

相
双
の
秋
祭
り
会
場
に

イ
ー
タ
君
現
る

　

11
月
２
日
、
新
し
く
建
設
さ
れ
た
市
民
会
館
と
ス

ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
そ
う
ま
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た

「
第
13
回
そ
う
ま
市
民
ま
つ
り
」
に
、
当
会
本
部
と
相

馬
支
部
合
同
で
参
加
し
た
。

　

税
の
啓
発
活
動
・
復
興
支
援
事
業
を
テ
ー
マ
に
、
税

の
風
船
・
税
の
ア
ニ
メ
本
や
マ
グ
カ
ッ
プ
な
ど
を
訪
れ

た
子
供
た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。
ま
た
、
大
人
た
ち

に
は
税
金
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
て
も
ら
い
、
手
袋
・
使
い

捨
て
カ
イ
ロ
な
ど
を
記
念
に
差
し
上
げ
、
こ
れ
か
ら
来

る
寒
い
冬
に
負
け
な
い
よ
う
に
頑
張
っ
て
と
支
援
し
た
。

　

相
馬
税
務
署
か
ら
イ
ー
タ
君
が
応
援
に
駆
け
つ
け
て

く
れ
て
、
子
供
た
ち
と
触
れ
合
い
な
が
ら
記
念
写
真
を

撮
っ
た
り
と
税
の
広
報
を
行
っ
た
。

　

イ
ー
タ
君
は
、
12
月
１
日
南
相
馬
市
原
町
区
で
行

わ
れ
た
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
会
場
に
も
現
れ
、
税
の
ま
ん

が
本
「
お
じ
い
さ
ん
の
赤
い
つ
ぼ
」
や
税
の
風
船

を
集
ま
っ
た
児
童
や
ち
び
っ
子
選
手
た
ち
に
配
っ

た
。
ま
た
、
法
人
会
役
員
・
会
員
は
大
人
た
ち
に

「
ノ
ー
ポ
イ　

ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
、
未
来
を
ポ
イ
捨

て
。
輝
く
未
来
の
た
め
に
、
ま
ち
を
キ
レ
イ
に
！
」

と
ロ
ゴ
の
入
っ
た
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
禁
止
啓
発
の

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
を
配
り
、
法
人
会
の
ア
ピ
ー

ル
を
し
た
。（
写
真
は
４
ペ
ー
ジ
）

　

イ
ー
タ
君
に
は
、
両
日
共
に
相
馬
税
務
署
の
福

本
守
法
人
第
一
統
括
官
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
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新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

し
か
し
、
震
災
か
ら
三
年
目
の
お
正
月
を
迎
え
る

の
に
、
い
ま
だ
故
郷
を
離
れ
て
生
活
せ
ざ
る
を
得
な

い
多
く
の
会
員
が
お
ら
れ
ま
す
。
大
変
な
苦
労
と
、

辛
い
境
遇
で
の
生
活
に
、
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
今
更
な
が
ら
、
原
発
事
故

さ
え
無
け
れ
ば
、
と
悔
し
い
思
い
が
込
み
上
げ
ま
す
。

　

年
末
に
、
福
島
市
に
あ
る
福
島
復
興
局
を
訪
問
し

た
。
亀
岡
偉
民
政
務
官
の
部
屋
に
入
る
と
、
正
面
に

大
き
く
ネ
ク
ス
コ
東
日
本
相
馬
事
務
所
の
工
事
区
間

の
図
面
が
貼
っ
て
あ
っ
た
。

　

相
双
地
方
の
悲
願
で
あ
る
常
磐
自
動
車
道
の
東

京
、
仙
台
へ
の
直
接
ア
ク
セ
ス
を
最
優
先
に
考
え
て

く
れ
て
い
る
と
、
有
難
く
思
っ
た
。

　

図
面
に
は
、
全
線
開
通
が
平
成
二
十
六
年
度
内
と

書
き
込
ま
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
富
岡
Ｉ
Ｃ
浪
江
Ｉ
Ｃ
間
が
除
染
を
含
め

て
本
当
に
大
丈
夫
な
の
か
、
疑
問
視
し
て
い
た
の
で
、

思
わ
ず
亀
岡
政
務
官
に
「
本
当
に
常
磐
道
は
二
十
六

年
度
に
開
通
す
る
ん
で
す
か
？
」
と
訊
い
た
と
こ
ろ
、

「
大
丈
夫
で
す
」
と
力
強
く
答
え
て
く
れ
た
。

　

常
磐
道
が
全
線
開
通
す
る
と
、
復
興
へ
の
大
き
な

前
進
と
な
っ
て
い
く
。

　

今
年
の
干
支
は
午
。
十
干
と
十
二
支
の
組
み
合
わ

せ
で
は
「
甲
午
」
と
な
る
。
甲
午
の
年
の
意
味
表
す

の
は
、「
夢
に
向
い
伸
び
る
」
で
あ
る
。

　

こ
の
干
支
の
年
は
、
何
事
に
お
い
て
も
発
展
し
、

前
進
し
て
い
く
。
た
だ
し
、
た
だ
待
っ
て
い
た
だ
け
で

は
良
く
な
ら
な
い
。コ
ツ
コ
ツ
努
力
を
重
ね
て
い
く
と
、

自
分
で
も
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
追
い
風
が
吹
い
て
く

る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
苦
労
や
心
配
が
好
転
し
、

嘘
の
よ
う
に
事
が
進
ん
で
い
く
と
さ
れ
て
い
る
。

　

努
力
し
た
の
に
、
夢
が
か
な
わ
な
い
と
い
う
事
は

あ
り
ま
せ
ん
。
夢
は
実
現
す
る
も
の
で
す
。

　

相
双
地
方
を
ひ
と
つ
と
す
る
相
双
法
人
会
会
員
が

力
を
合
わ
せ
て
、
希
望
の
持
て
る
年
に
、
夢
を
実
現

で
き
る
年
に
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
本

年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

謹 賀新年
公益社団法人　相双法人会

会　長　只野　裕一

副会長
（相馬支部長）
立谷　一郎

副会長
（富岡支部長）
坂本　行生郎

副会長
（新地支部長）
森　　直人

副会長
（大熊支部長）
太田　宏明

副会長
（鹿島支部長）
佐藤　則夫

副会長
（双葉支部長）
永田　茂男

副会長
（原町支部長）
渋佐　克之

副会長
（浪江支部長）
横山　佳弘

副会長
（小高支部長）
志賀　正幸

副会長
（飯舘支部長）
髙橋　英明

青年部会長

伏見　俊一
女性部会長

番場　三和子

今
年
こ
そ
夢
の
実
現
す
る
年
に
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
平
成
26
年
の
年
頭
に
当
た

り
、
相
双
法
人
会
の
皆
様
方
に
新

年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

只
野
会
長
は
じ
め
相
双
法
人
会

の
皆
様
に
は
日
頃
か
ら
税
務
行
政

に
対
し
ま
し
て
、
深
い
御
理
解
と

御
協
力
を
賜
っ
て
お
り
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
度

重
な
る
東
電
の
汚
染
水
漏
れ
や
全

国
的
な
台
風
に
よ
る
被
害
な
ど
暗

い
話
題
も
あ
り
ま
し
た
が
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
「
八
重
の
桜
」
や
「
あ
ま
ち
ゃ

ん
」
の
放
送
開
始
、
東
北
楽
天
の

日
本
一
、
な
み
え
焼
そ
ば
の
Ｂ

－

１
グ
ラ
ン
プ
リ
優
勝
な
ど
、
福
島

県
や
東
北
地
方
に
と
っ
て
明
る
い

話
題
も
多
か
っ
た
一
年
だ
っ
た
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

当
署
管
内
に
お
き
ま
し
て
は
未

だ
に
申
告
期
限
が
解
除
さ
れ
て
い

な
い
地
域
が
あ
り
、
納
税
者
の
皆

様
に
は
大
変
な
御
心
配
や
御
不
便

を
お
掛
け
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
東
日
本

大
震
災
に
よ
る
被
災
者
の
心
情
に

配
慮
し
た
対
応
や
関
係
団
体
の
皆

様
か
ら
の
要
望
に
沿
っ
た
行
政
執

行
な
ど
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新

た
に
公
益
社
団
法
人
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
、
震
災
被
災
者
支
援
事

業
を
は
じ
め
、
移
動
租
税
教
室
の

開
催
や
「
そ
う
ま
市
民
ま
つ
り
」、

「
野
馬
追
の
里
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大

会
」
で
の
税
の
啓
蒙
活
動
な
ど
活

発
な
事
業
活
動
を
展
開
さ
れ
ま
し

た
。
皆
様
の
御
活
躍
に
心
か
ら
敬

意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

　

さ
て
、
年
が
明
け
て
、
間
も
な

く
平
成
25
年
分
の
確
定
申
告
の
時

期
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
は
引
き

続
き
管
内
納
税
者
の
皆
様
に
対
し
、

親
切
丁
寧
な
対
応
と
適
切
な
指
導

に
努
め
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

相
双
法
人
会
の
皆
様
に
は
私
ど
も

の
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
各
種

施
策
へ
の
御
理
解
と
御
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
新
し
い

年
が
貴
会
の
更
な
る
発
展
と
会
員

皆
様
方
の
ご
繁
栄
の
年
と
な
り
ま

す
よ
う
、
ま
た
、
相
双
地
区
を
は

じ
め
と
す
る
被
災
地
の
一
日
も
早

い
復
旧
・
復
興
を
心
か
ら
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

相
馬
税
務
署
長

　
工
藤
　
繁
昭

ご
あ
い
さ
つ
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税の啓 発活動

今年はお空がちょっと不機嫌な一日で残念でした。
でも、風船はお昼前になくなりました。

今年のメイン会場は新市民会館前でしたが、ほとんどの子供たちは法人会テントの前に行列でした。
継続力は人気を産みます。風船は魅力です。税金のまんが本も読んでね。

道路を歩行者天国にして、ワイワイ秋祭り。終ったあとは、法人会・商工会できれいに大掃除。

マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
会
場
に
イ
ー
タ
君
。

ゴ
ミ
ポ
イ
捨
て
を
注
意

　お祭りの復興は、何より早く始まりました。
元気がなけりゃ。どうにもならない。自分を
元気に。周囲を元気に。頑張ろう。

新地支部
11月10日 新地町役場前広場

相馬支部
11月２日 スポーツアリーナ前

鹿島支部
10月27日 ツルハドラック前特設会場

原町支部
12月１日 雲雀ヶ原陸上競技場 

相双は頑張ってます　   各地で！ イベント参加
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税の啓 発活動

やったー！ゴールドグランプリ受賞 浪江焼麺太国 
2013 Ｂー１グランプリ in 豊川大会　
今年も十日市祭に登場　美味しいね

小
高
区
復
興
文
化
祭
は
小
高
駅
前
通
り
で
元

気
い
っ
ぱ
い
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ
て
開
催
さ

れ
た
。
こ
の
日
は
大
勢
の
人
が
賑
や
か
に
集

う
秋
祭
り
が
復
活
。

今年も広い会場で飯舘村文化祭が行われた。当日は雨がチラチラ、でも子供たちは元気にやってきました。
税のまんが本と風船３個プレゼント。

小高支部
10月27日 小高駅前通

飯舘支部
10月26日 パルセ飯坂

相双は頑張ってます　   各地で！ イベント参加

浪江支部
11月23日 「復興なみえ町十日市祭」
二本松市市民交流センター及び
二本松駅周辺
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川
内
村
体
育
セ
ン
タ
ー

社
会
貢
献
活
動

　

12
月
１
日
開
催
の
「
野
馬
追
の
里
健
康

マ
ラ
ソ
ン
」
の
成
功
と
出
場
選
手
、
応
援

の
来
場
の
人
た
ち
を
迎
え
る
た
め
前
日
に

法
人
会
原
町
支
部
会
員
33
名
で
会
場
と
な

る
雲
雀
ケ
原
陸
上
競
技
場
を
清
掃
活
動
し

た
。

　

帰
還
は
許
可
に
な
っ
た
が
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
が
整
備
さ
れ
ず
、
未
だ
戻
っ
て
住
め
る

状
態
に
な
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
も
遠
く

か
ら
日
中
だ
け
片
付
け
に
戻
る
人
が
い

る
。
そ
ん
な
人
た
ち
が
戻
る
意
欲
を
無
く

さ
な
い
よ
う
綺
麗
な
町
に
し
た
い
と
法
人

会
役
員
・
会
員
19
名
が
、
早
朝
に
ふ
れ
あ

い
広
場
を
中
心
に
周
辺
の
道
路
の
ゴ
ミ
拾

い
を
し
た
。

相
双
地
区

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会

11
30

7
27

7
27

【
原
町
支
部
】

【
小
高
支
部
】

　

第
４
回
相
双
地
区
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
交
流
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は

相
馬
、
富
岡
、
川
内
の
３
市
町
村
か
ら
10

チ
ー
ム
、
85
名
が
出
場
し
２
部
門
に
分
か

れ
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。
優
勝
し
た
川

内
Ｓ
Ｙ
Ｃ
（
ト
リ
ム
の
部
）
と
川
内
Ｓ
Ｖ

Ｃ（
ト
リ
ム
シ
ル
バ
ー
の
部
：
40
歳
以
上
）

両
チ
ー
ム
に
は
法
人
会
カ
ッ
プ
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
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青
森
県
青
森
市

リ
ン
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
青
森

広
島
県
広
島
市

広
島
県
立
総
合
体
育
館

第
30
回
法
人
会
全
国
大
会

「
青
森
大
会
」

第
26
回
全
国
青
年
の
集
い

「
広
島
大
会
」

福
島
県
法
人
会
連
合
会

青
年
部
会
連
絡
協
議
会

第
14
回
会
員
研
修
会

「
白
河
大
会
」

福
島
県
法
人
会
連
合
会

女
性
部
会
連
絡
協
議
会

  

第
14
回
会
員
研
修
会

「
い
わ
き
大
会
」

11
８

10
28

10
22

10
30

　

全
国
の
法
人
会
会
員
約
千
九
百
名
が
参

加
し
、
東
日
本
大
震
災
後
、
東
北
地
方
で

全
国
規
模
で
の
大
会
が
初
め
て
開
催
さ
れ

た
。
池
田
弘
一
全
法
連
会
長
が
「
社
会
・

経
済
が
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
る
今
、
国

の
根
幹
で
あ
る『
税
』を
活
動
の
基
本
と
す

る
法
人
会
の
存
在
意
義
が
更
に
高
ま
る
こ

と
と
考
え
て
い
る
」と
代
表
挨
拶
を
し
た
。

　

当
部
会
よ
り
伏
見
部
会
長
は
じ
め
３
名

が
参
加
し
、
全
国
よ
り
二
六
三
八
名
が
集

結
し
た
。「
百
万
一
心
」
束
ね
よ
う
三
本

の
矢
を
！
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
。
租

税
教
育
活
動
最
優
秀
会
の
事
例
発
表
〈
松

戸
法
人
会
〉
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
記
念
講

演
に
講
師
吉
川
晃
司
氏
迎
え
た
。演
題『
日

本
一
心
』
～
日
本
の
未
来
の
た
め
に
果
た

す
べ
き
こ
と
～

　

来
年
は
秋
田
県
で
開
催
さ
れ
る
。

　

当
部
会
よ
り
伏
見
部
会
長
は
じ
め
10
名

が
参
加
。
伏
見
部
会
長
が
懇
親
会
の
開
会

の
挨
拶
を
行
う
。

講
演
会	
「
個
人
が
世
界
に
発
信
で
き
る
時

代　

あ
な
た
は
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル

を
ど
う
い
か
す
か
？
」

講
師
：	

元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

　
　
　
　

堀　

潤　

氏　

会
場
：
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
白
河

　

当
部
会
よ
り
番
場
部
会
長
は
じ
め
17
名

が
参
加

講
演
会	

「
炭
鉱
か
ら
観
光
へ
、
そ
し
て
復

興
へ
」

講
師
：	

常
盤
興
産
㈱
代
表
取
締
役

　
　
　

斎
藤
一
彦　

氏

会
場
：	

ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ　

ホ
テ
ル
ラ
ピ
ー
タ

　

23
日
朝
に
報
告
会
を
開
き
、
租
税
教
室

の
講
師
や
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
の
募
集

な
ど
も
決
定
し
た
。
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昨
年
は
、
希
望
の
あ
っ
た
３
校

で
行
っ
た
租
税
教
室
で
す
が
、
３

年
ぶ
り
に
相
双
租
税
教
育
推
進
協

議
会
（
事
務
局
：
税
務
署
）
が
各

校
に
ア
ン
ケ
ー
ト
し
た
結
果
、
24

校
か
ら
希
望
が
挙
が
り
ま
し
た
。

法
人
会
は
８
回
12
校
を
担
当
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
青
年
部
会
と
女
性
部

会
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

元
気
に
ク
イ
ズ
に
答
え
て
く
れ
る
学

校
。な
か
な
か
手
を
挙
げ
な
い
学
校
。様
々

で
し
た
が
、
最
後
の
感
想
は
、「
税
金
が

私
た
ち
の
生
活
を
助
け
て
く
れ
て
い
る
こ

と
が
良
く
わ
か
っ
た
。
税
金
の
あ
る
社
会

に
暮
ら
せ
て
幸
せ
と
思
っ
た
。」「
一
億
円

は
重
か
っ
た
。」
で
し
た
。

税
の
提
言
陳
情
活
動

南
相
馬
市
へ

相
馬
市
へ

南相馬市立石神第二小学校６年生 35 名
講師：伏見青年部会長

南相馬市立小高小学校６年生 23 名
講師：門馬女性副部会長・竹内女性部会員

南相馬市立真野小学校６年生 10 名
講師：高野女性副部会長・菅原女性部会幹事

陳情者　只野会長・立谷副会長
　　　　八巻常任理事・福山税制委員長

陳情者　只野会長・志賀副会長
　　　　番場常任理事

写真左より　横山浪江支部長、佐藤鹿島支部長、志賀小高支部長、
亀岡政務官、只野会長、立谷相馬支部長、番場常任理事

（写真にはおりませんが坂本富岡支部長も出席）

租税教室始まる

　

平
成
26
年
度
税
制
改
正
要
望
陳
情
を
地

元
国
会
議
員
で
あ
る
亀
岡
偉
民
内
閣
府
大

臣
政
務
官
兼
復
興
大
臣
政
務
官
に
お
願
い

し
た
。
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
と
今

後
の
あ
り
方
、
法
人
税
の
引
き
下
げ
、
中

小
企
業
の
活
性
化
に
資
す
る
税
制
措
置
、

被
災
地
の
復
興
に
係
る
予
算
を
適
正
か
つ

迅
速
に
執
行
す
る
と
と
も
に
被
災
地
に
お

け
る
企
業
の
定
着
、
雇
用
確
保
を
図
る
た

め
、
税
制
上
の
対
応
を
陳
情
し
た
。

　

相
双
の
各
市
町
村
長
に
対
し
て
の
陳
情

は
、
震
災
・
原
発
事
故
対
策
を
優
先
し
て

い
た
だ
く
思
い
か
ら
、
相
馬
市
、
南
相
馬

市
両
市
長
に
、
長
期
的
な
地
価
の
下
落
に

伴
う
固
定
資
産
税
の
見
直
し
な
ど
を
要
望

し
た
。
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十
一
月
十
八
日
に
木
更
津
法
人
会
（
千

葉
県
）
が
東
日
本
大
震
災
・
原
発
事
故
復

興
支
援
の
た
め
本
部
事
務
室
を
訪
問
し
ま

し
た
。

　

木
更
津
法
人
会
は
、
今
も
た
く
さ
ん

の
会
員
や
住
民
達
が
避
難
生
活
、
仮
設

住
居
生
活
を
送
っ
て
い
る
相
双
法
人
会
へ

の
東
北
復
興
支
援
金
の
寄
託
も
目
的
に
、

十
七
、十
八
日
の
両
日
会
員
親
睦
研
修
と

し
て
東
北
復
興
支
援
に
宮
城
・
福
島
両
県

を
会
員
六
十
七
名
で
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

　

木
更
津
法
人
会
の
石
綿
竹
一
会
長
、
山

村
良
子
副
会
長
、
玉
井
百
合
子
女
性
部
会

長
、
事
務
局
高
梨
良
子
次
長
が
相
双
法

人
会
事
務
局
を
訪
れ
、
相
双
法
人
会
の
佐

藤
則
夫
副

会
長
、
番

場
三
和
子

女
性
部

会
長
が
出

迎
え
、
津

波
の
様
子

や
原
発
事

故
後
の
現

状
を
説
明

し
た
。
石

木
更
津
法
人
会

「
い
つ
ま
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
」と

 

支
援
金
を
寄
託

南相馬市立太田小学校６年生 16 名
講師：栗原女性部会幹事・佐々木女性部会幹事

南相馬市立原町第二小学校６年生 27 名
講師：番場女性部会長・齋藤女性部会幹事

飯舘村立草野・飯樋・臼石小学校６年生 39 名
講師：伏見青年部会長

綿
会
長
か
ら
「
海
岸
周
辺
の
津
波
被
害
の

ひ
ど
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
て
驚
い
て
来

ま
し
た
。
大
震
災
時
は
、
私
達
も
短
い
期

間
で
あ
っ
た
が
筍
や
茸
な
ど
の
食
品
制
限

を
受
け
る
な
ど
原
発
事
故
の
影
響
が
あ
っ

た
。
二
年
八
ヶ
月
た
っ
て
も
、
相
双
の

方
々
は
今
も
食
品
制
限
を
受
け
て
い
る
ど

こ
ろ
か
居
住
制
限
を
受
け
県
内
外
で
暮
ら

し
て
い
る
と
聞
き
、
大
変
厳
し
い
毎
日
を

過
ご
し
て
い
る
こ
と
と
お
察
し
し
ま
す
。

遠
く
に
い
て
も
皆
さ
ん
が
元
の
生
活
に
戻

る
ま
で
応
援
を
忘
れ
ま
せ
ん
の
で
、
大
変

で
し
ょ
う
が
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
会
員

や
住
民
の
支
援
の
一
部
に
お
使
い
く
だ
さ

い
。」
と
、
支
援
金
を
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

「
貴
重
な
善
意
を
わ
ざ
わ
ざ
届
け
て
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
全
国
の

法
人
会
が
私
達
の
現
状
を
わ
か
っ
て
く
れ

て
い
る
う
え
、
応
援
し
て
く
れ
て
い
る
こ

と
を
熱
く
感
じ
大
変
心
強
く
思
い
ま
す
。

こ
の
支
援
金
は
会
長
と
相
談
し
、
相
双
地

区
の
方
々
の
支
援
に
有
意
義
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。」
と
、
佐
藤
副
会
長
が
お
礼
の
言

葉
を
述
べ
た
。

木
更
津
法
人
会
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

支
援
金
は
、
女
性
部
会
が
主
管
し
た
社

会
貢
献
事
業
の
講
演
会
の
チ
ケ
ッ
ト
売
上

金
二
十
万
円
と
東
北
支
援
「
宮
城
県
・
福

島
県
の
物
産
」
販
売
金
四
万
百
六
十
六
円

を
合
わ
せ
た
も
の
で
す
。

　

今
回
の
講
演
会
で
、
講
師
元
総
理　

小

泉
純
一
郎
氏
の
〝
原
発
ゼ
ロ
発
言
〟
か
ら
、

一
番
被
害
を
受
け
て
い
る
地
域
の
「
相
双

法
人
会
」
に
寄
託
す
る
こ
と
に
女
性
部
会

で
決
定
。
た
ま
た
ま
既
に
決
定
し
て
い
た

親
睦
研
修
旅
行
『
東
北
復
興
応
援
被
災
地

視
察
と
日
本
三
景
松
島
の
旅
』
で
相
双
地

域
を
訪
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
石
綿

会
長
・
山
村
副
会
長
・
玉
井
部
会
長
も
参

加
に
な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
直
接
お
渡

し
し
た
い
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
同
生
命
の
小
田
所
長
が
木
更

津
か
ら
相
馬
に
転
勤
し
て
い
た
こ
と
に
も

ご
縁
を
感
じ
ま
し
た
。
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相
馬
支
部

　

勇
建
設
㈱

　

㈱
ト
ー
ラ
ス
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ａ

新
地
支
部 

　

㈱
ア
ト
ラ
ス

　

㈱
山
口
特
殊
工
業

鹿
島
支
部

　

㈱
相
馬
石
材
セ
ン
タ
ー

　

㈲
森
智
徳
瓦
店

原
町
支
部

　

㈱
ｆ
ｅ
ｅ
ｌ

　

相
馬
建
設
㈱

小
高
支
部

　

㈲
マ
ツ
モ
ト
オ
ー
ト

浪
江
支
部

　

㈲
双
栄
興
業  

大
熊
支
部

　

双
葉
設
備
工
業
㈱

　

㈱
ビ
ク
ト
リ
ー

富
岡
支
部

　

㈱
北
海 〈
楢
葉
町
〉

平
成
23
年
１
月
か
ら

　
　
平
成
24
年
12
月
ま
で

　
　
加
入
さ
れ
た
仲
間
た
ち
。

新
入
会
員
紹
介
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い
わ
き
市
中
央
台
に
新
店
舗
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
今
ま
で
の

従
業
員
は
離
れ
離
れ
に
な
り
、
現

在
は
、
家
族
を
含
め
た
七
名
の
ス

タ
ッ
フ
で
、
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
の
際
は
同
業
の
仲
間
が
県
内
各

地
か
ら
応
援
に
来
て
い
た
だ
き
、
本
当
に

あ
り
が
た
く
思
い
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な

人
の
協
力
で
無
事
に
開
店
が
出
来
ま
し

た
。
感
謝
感
謝
の
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

開
店
後
は
大
変
で
し
た
が
、
お
か
げ
さ

ま
で
、
充
実
し
た
一
年
を
過
す
事
が
出
来

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
新
し
い
夢
に
向
っ
て
一

歩
一
歩
努
力
の
日
々
で
す
。

し
、
忙
し
か
っ
た

日
々
か
ら
一
転
何

も
し
な
い
不
思
議

な
生
活
が
続
き
ま

し
た
。
き
っ
と
皆

さ
ん
も
同
じ
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

自
分
を
見
失
っ
て

は
、
い
け
な
い
、

早
く
仕
事
を
し
な

け
れ
ば
と
、
あ
せ

る
気
持
ち
と
事
業

再
開
の
資
金
面
の

不
安
の
中
、
自
分
に
と
っ
て
人
生
最
大
の

決
断
を
す
る
ま
で
、
さ
ほ
ど
時
間
は
か
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

震
災
の
年
の
五
月
に
は
、
家
族
と
相
談

し
、「
二
〇
一
二
年
十
月
に
い
わ
き
市
へ

の
オ
ー
プ
ン
」
を
目
標
と
す
る
計
画
を
立

て
、
そ
の
後
、
郡
山
と
、
い
わ
き
の
往
復

が
毎
日
の
よ
う
に
続
き
、
場
所
探
し
に
明

け
暮
れ
ま
し
た
。
や
っ
と
二
〇
一
二
年

十
二
月
一
日
に
二
ヶ
月
は
送
れ
ま
し
た

が
、
目
標
が
夢
の
よ
う
に
叶
い
ま
し
た
。

　

大
震
災
、
原
発
事
故
か
ら
今
年
で

四
年
目
に
入
り
ま
す
が
未
だ
に
避
難

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
先
が
見
え
な
い

と
言
う
不
安
を
抱
い
て
い
る
方
が
多

く
お
り
ま
す
。
原
発
事
故
が
収
束
ど

こ
ろ
か
汚
染
水
の
ひ
と
つ
も
管
理
で

き
な
い
危
険
な
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
ど
う
で
し
ょ
う
。
福
島

県
で
原
発
事
故
な
ど
な
か
っ
た
か
の

よ
う
に
、
国
を
あ
げ
て
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
向
か
っ
て
突
き
進
ん
で
い
ま

す
。
時
が
経
つ
に
つ
れ
事
故
が
あ
っ

た
こ
と
な
ど
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
う

の
で
し
ょ
う
か
？

　

草
花
は
寒
さ
の
中
、
訪
れ
る
春
に

再
び
花
を
咲
か
せ
よ
う
と
じ
っ
と
耐

え
て
い
ま
す
。
私
達
は
ま
だ
ま
だ
苦

難
が
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
諦
め

ず
前
に
向
か
っ
て
進
む
こ
と
が
、
今
、

一
番
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

	

　
　
　
　
（
小
林
）

編

集

後

記

編

集

後

記

大
熊
町
か
ら
い
わ
き
市
へ

有
限
会
社
　横
田
菓
子
店

代
表
取
締
役
　
横
田
　
信
行

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
一
〇
〇
〇
日
が
過

ぎ
、
被
災
後
三
回
目
の
正
月
を
新
天
地
の

い
わ
き
市
で
迎
え
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、

大
熊
町
か
ら
東
京
そ
し
て
郡
山
と
移
動


